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日
本
が
開
港
す
る
と
、長
崎
の
中
心
市

街
地
の
西
岸
に
は
長
崎
製
鉄
所
が
建
設
さ

れ
、南
部
の
小
菅
に
は
船
舶
の
修
理
用
の

ド
ッ
ク
が
建
設
さ
れ
た
。ま
た
、長
崎
港
口
の

高
島
炭
鉱
で
は
西
洋
技
術
を
導
入
し
た
石

炭
の
採
掘
な
ど
、長
崎
に
お
い
て
近
代
重
工

業
が
始
ま
っ
た
。

明
治
時
代
に
な
る
と
、西
日
本
の
最
大
都

市
に
成
長
し
た
長
崎
市
は
、全
国
に
先
駆
け

て
、港
湾
事
業
、上
・
下
水
道
事
業
な
ど
、近

代
的
な
都
市
施
設
の
建
設
を
行
っ
た
。日
本

の
西
端
に
位
置
す
る
長
崎
は
、国
際
通
信
の

先
端
基
地
で
も
あ
っ
た
。

�
九
州
・
山
口
の
近
代
化

産
業
遺
産
群
構
成
資
産

（
世
界
遺
産
暫
定
登
録
）

■
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

西
洋
技
術
の
導
入
に
よ
る
日
本
の
工
業
化
・
近

代
化
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
が
、九
州
を
中
心
と
し

た
鉄
鋼
業
、造
船
業
、石
炭
産
業
で
あ
っ
た
。

旧
集
成
館
を
中
心
と
す
る
近
代
工
場
群（
鹿
児

島
県
）、三
池
炭
鉱（
福
岡
県
）、小
菅
修
船
場
や
高

島
炭
鉱（
長
崎
県
）、八
幡
製
鉄
所
や
筑
豊
炭
鉱

（
福
岡
県
）、萩
の
反
射
炉（
山
口
県
）な
ど
を
構
成

資
産
と
し
た「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産

群
」が
、平
成
２１
年
に
世
界
遺
産
の
候
補
と
し
て
暫

定
登
録
さ
れ
た
。

■
近
代
化
黎
明
期
の
長
崎
市
の
産
業
遺
産

長
崎
で
は
開
港
直
後
の
１
８
６
０
年（
万
延
１
）

に
長
崎
製
鉄
所
が
建
設
さ
れ
、操
業
し
た
。ま
た
、開

港
後
、来
航
す
る
外
国
船
の
修
理
が
必
要
に
な
り
、

ト
ー
マ
ス
・
グ
ラ
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、１
８
６
８

年（
明
治
１
）に
日
本
最
初
の
洋
式
ド
ッ
ク
で
あ
る

小
菅
修
船
場
が
建
設
さ
れ
た
。こ
れ
ら
の
施
設
が
核

と
な
り
、そ
の
後
、日
本
最
大
の
造
船
所
で
あ
る
三

菱
長
崎
造
船
所
へ
発
展
し
て
行
く
。一
方
、１
８
７
６

年（
明
治
９
）日
本
最
初
の
洋
式
炭
坑
で
あ
る
高
島

の
北
渓
井
坑
が
操
業
し
、後
に
軍
艦
島
と
し
て
知
ら

れ
る
端
島
炭
鉱
も
１
８
７
７
年（
明
治
１０
）に
操
業

し
た
。

ト
ー
マ
ス
・
グ
ラ
バ
ー
は
１
８
６
３
年（
文
久
３
）

に
南
山
手
に
個
人
の
住
居
を
建
築
し
た
が
、こ
れ
は

長
崎
市
の
グ
ラ
バ
ー
園
の
中
心
建
築
物
と
し
て
保

存
さ
れ
て
い
る
。

小菅修船場機械設備

高島炭鉱北渓井坑（日本大学芸術学部所蔵）

旧端島炭鉱（軍艦島）旧グラバー住宅（国指定重要文化財）

小菅修船場（国指定史跡）

九州・山口の近代産業遺産群

トーマス・グラバー
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�
近
代
都
市
の
確
立

（
近
代
化
都
市
施
設
群
）

■
出
島
か
ら
続
く
国
際
貿
易
都
市
へ

長
崎
港
を
閉
塞
さ
せ
る
中
島
川
か
ら
の
流
出
土

砂
を
湾
奥
に
排
除
す
る
た
め
に
、第
１
次
長
崎
港

改
修
事
業
が
行
わ
れ
、現
在
の
よ
う
に
中
島
川
が
出

島
の
背
後
に
変
流
さ
れ
た
。中
島
川
河
口
を
は
じ
め

周
辺
の
橋
梁
が
近
代
的
な
西
洋
式
橋
梁
に
架
け
替

え
ら
れ
た
。

外
国
船
が
寄
航
す
る
長
崎
か
ら
は
、コ
レ
ラ
な
ど

の
疫
病
が
全
国
に
広
が
っ
た
。特
に
１
８
８
６
年

（
明
治
１９
）の
流
行
で
は
、コ
レ
ラ
に
よ
り
全
国
で
約

１０
万
人
の
死
者
が
発
生
し
た
。近
代
的
な
公
衆
衛

生
を
確
立
す
る
た
め
に
、長
崎
市
で
は
全
国
に
先
が

け
て
、下
水
道
と
上
水
道
を
完
備
し
た
。１
８
９
１

年（
明
治
２４
）に
日
本
で
３
番
目
の
近
代
水
道
が
創

設
さ
れ
た
が
、ダ
ム
式
水
道
と
し
て
は
日
本
で
最
初

の
も
の
で
あ
る
。

■
近
代
化
遺
産
野
外
博
物
館【
Ⅰ
】（
都
市
施
設
）

現
在
の
中
島
川
沿
い
の
出
島
の
曲
線
は
、長
崎
港

改
修
事
業（
中
島
川
変
流
工
事
）に
よ
る
も
の
で
あ

る
。１
８
９
０
年（
明
治
２３
）そ
の
河
口
に
架
設
さ

れ
た「
新
川
口
橋
」は
、の
ち
に
移
設
さ
れ「
出
島
橋
」

と
な
っ
た
。使
用
中
の
鉄
製
橋
梁
で
は
日
本
で
最
も

古
い
も
の
で
あ
る
。１
８
９
１
年（
明
治
２４
）日
本
最

初
の
本
河
内
高
部
ダ
ム
が
完
成
し
、１
９
０
３
年

（
明
治
３６
）に
は
本
河
内
低
部
ダ
ム（
日
本
で
２
番

目
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
ダ
ム
）が
完
成
し
た
。市

街
地
中
心
部
南
方
に
１
９
２
６
年（
大
正
１５
）に
花

崗
岩
張
り
の
秀
逸
な
デ
ザ
イ
ン
の
小
ヶ
倉
ダ
ム
が
建

設
さ
れ
た
。

ま
た
、長
崎
市
は
特
異
な
橋
の
文
化
を
持
つ
都
市

で
あ
る
。長
崎
大
学
経
済
学
部
拱（
こ
ま
ね
き
）橋
や

日
本
に
お
け
る
初
期
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

本河内高部ダム

本河内低部ダム

西山ダム

ししとき川下水路

小ヶ倉ダム

長崎大学経済学部拱（こまねき）橋（国登録有形文化財）

中島川変流工事直後（１８８９年頃）
（長崎大学附属図書館所蔵）

出島橋（土木学会選奨土木遺産）

中島川の出島付近（中島川変流工事）
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�
国
際
通
信
と

造
船
工
業
の
原
点

（
近
代
化
産
業
遺
産
群
）

■
日
本
に
お
け
る
近
代
産
業
の
原
点

幕
末
に
長
崎
製
鉄
所
が
完
成
し
、明
治
政
府
は

１
８
６
９
年（
明
治
２
）グ
ラ
バ
ー
商
会
か
ら
小
菅

修
船
場
を
買
収
し
、工
部
省
管
轄
の
長
崎
造
船
所

と
し
た
。こ
れ
ら
の
施
設
は
後
に
、三
菱
会
社
に
払
い

下
げ
ら
れ
、三
菱
会
社
造
船
所
が
誕
生
し
た
。

大
北
電
信
会
社（
デ
ン
マ
ー
ク
）が
、上
海
と
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
長
崎
に
陸
揚

げ
し
、日
本
の
国
際
通
信
が
始
ま
っ
た
。１
８
７
０

年（
明
治
３
）、小
ヶ
倉
に
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
陸
揚
庫

が
建
設
さ
れ
た
。他
方
、台
湾
と
の
独
自
の
通
信
シ

ス
テ
ム
が
必
要
に
な
っ
た
陸
軍
省
は
、１
８
９
６
年

（
明
治
２９
）、現
長
崎
市
西
泊
に
長
崎
貯
線
槽
を
建

設
し
、長
崎
市
が
日
本
の
国
際
通
信
の
結
節
点
に

な
っ
た
。

■
近
代
化
遺
産
野
外
博
物
館【
Ⅱ
】（
産
業
施
設
）

三
菱
の
工
場
群
の
中
に
、１
９
０
９
年（
明
治

４２
）に
設
置
さ
れ
た
１
５
０
ト
ン
固
定
式
電
動
打
重

機
が
見
え
る
。ま
た
１
９
１
６
年（
大
正
５
）ま
で
に

造
ら
れ
た
第
２
船
台
の
赤
い
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

が
残
さ
れ
て
い
る
。ド
ッ
ク
と
し
て
は
、１
９
０
５
年

（
明
治
３８
）建
設
の
向
島
第
３
ド
ッ
ク
が
当
時
の
姿

を
残
し
て
い
る
。三
菱
造
船
所
の
構
内
の「
三
菱
史

料
館
」に
は
、創
設
期
か
ら
確
立
期
の
史
料
展
示
、

実
物
の
船
の
エ
ン
ジ
ン
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。中

に
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
で
製
造
さ
れ
た
竪
削
盤
は
、日
本

最
古
の
工
作
機
械
で
あ
る
。長
崎
市
西
泊
に
は
、

１
８
９
６
年（
明
治
２９
）に
建
設
さ
れ
た
長
崎
貯
線

（
陸
軍
省
）槽
の
事
務
所（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
海
底
線
史
料
館
）

が
あ
る
。１
８
７
０
年（
明
治
３
）に
建
設
さ
れ
た

大
北
電
信
会
社
の「
国
際
海
底
電
線
小
ヶ
倉
陸
揚

庫
」は
、長
崎
県
有
形
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て

い
る
。

竪削盤（国指定重要文化財）

三菱史料館内部

向島第３ドック

国際海底電線小ヶ倉陸揚庫（県指定史跡）

三菱史料館

第２船台

NTT海底線史料館

１５０トン固定式電動打重機（国登録有形文化財）

長崎貯線槽と海底線敷設船小笠原丸
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